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In the present paper, I have tried to summarize the phenomenon that using Japanese conjunctive 
particle kara at the end of sentences creates new functions. Discussion is based on the discourse 
construction when kara appears at the end of sentences. As a result, it was found that three functions are 
newly created: (1) to express sympathy or to try to convince; (2) to urge the interlocutor to do something; 
and (3) to express the speaker’s negative emotion. I also note that kara is used in a kyōwa (collaborative 
dialogue) when it is expressing sympathy or trying to convince and used in a taiwa (non-collaborative 
dialogue) when it is urging the interlocutor to do something or expressing speaker’s negative emotion. 
  As an end-of-sentence expression, kara’s functions are different from the traditional functions of 
Japanese conjunctive particles. Among them, you will find that some kara serve the same basic function as 
a Japanese conjunctive particle, and you can also find some kara which only serve a interpersonal function 
are separated from the traditional one. Kara’s function as an end-of-sentence expression used to be similar 
to that of Japanese conjunctive particles, but it is losing the connection with main clause and now 
achieving new functions.   
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   耕作：「金、貸してくれヨ。五千円」 
   英一：「ないね」 
   耕作：「三千円」 
   英一：「（空ッポの箱を開けて見せて）ホラ、借りたいのは、俺の方や」 
   耕作：「倍にして返すからサ。デートなんだ」 
   英一：「（腕時計をはずして）うるさいなァ、もってけよ」 
   耕作：「（もらって）ワルイ。もつべきものは友達だ」 
（市川森一『夢帰行』p.114 白川 2009:54より再掲） 
 
 (2)．時枝：「自炊はどう？外食より、お金かかってんじゃない？」 
   栄介：「章ちゃんが、上手くやってくれてるよ。」 








   耕一：「うん？」 
   良雄：「近所から苦情が来るから。」 
   耕一：「なんで？」 




   知子：「いちいちいうと、あんたうるさがるから。」 







孫 思琦 「文末に現れる接続助詞カラの機能」 


















   礼：「小 3．」 
   幹雄：「もう人生の半分以上一緒なんだな。」 
   礼：「別に。ずっと一緒のクラスだったわけじゃないし。」 
   幹雄：「でもすごいよね！」 
   礼：「ただの腐れ縁ですから!!」 
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 再掲(2)．時枝：「自炊はどう？外食より、お金かかってんじゃない？」 
     栄介：「章ちゃんが、上手くやってくれてるよ。」 
     時枝：「…そう。あの人、意外とケチそうだからね。」 
 
 再掲(4)．実：「なんにもいわないじゃない。」 
















      耕作：「金、貸してくれヨ。五千円」 
      英一：「ないね」 
      耕作：「三千円」 
      英一：「（空ッポの箱を開けて見せて）ホラ、借りたいのは、俺の方や」 
      耕作：「倍にして返すからサ。デートなんだ」 
      英一：「（腕時計をはずして）うるさいなァ、もってけよ」 
      耕作：「（もらって）ワルイ。もつべきものは友達だ」 
 
 再掲（5）幹雄：「ね、礼と健っていつから一緒なんだっけ？」 
       礼：「小 3．」 
      幹雄：「もう人生の半分以上一緒なんだな。」 
       礼：「別に。ずっと一緒のクラスだったわけじゃないし。」 
      幹雄：「でもすごいよね！」 
       礼：「ただの腐れ縁ですから!!」 














ナード 1993、堀口 1988,1997 など）、その中で「聞き手の行動に関する機能」に重きが置かれた考え
孫 思琦 「文末に現れる接続助詞カラの機能」 












         る場合。 
［テクスト形成的機能］言語がテクスト（すなわち、言語が話し言葉、あるいは書き言葉の形で具現 
















    幹雄：「それって全部最初の挨拶の時に言ってたじゃん。」 
     エリ：「だってそれしか情報ないんだもん。」 
      礼：「あの人黙々と授業やってるだけだからねー。」 
                           『プロポーズ大作戦 第 3話』 
 
 （7）．惣一：「随分老けたかな。ま、私も人のことは言えんが。」 
    悠里：「ママはまだ綺麗よ。あの年で奇跡のように。」 
    惣一：「浮世離れした女だったからな。」 
































   幹雄：「健？ふざけんなよ！携帯ずっとつながらないし、お前今日の合コン連絡ないってこ  
   とはちゃんと向かってんだよな？待ってるからな！」 






   （エリが礼に花束を渡す。） 
                              『プロポーズ大作戦 第 3話』 
 
 （10）洸：「廉。すまない。」 
      廉：「うん？何が？」 
        洸：「僕の為に、選考会に。」 
       廉:「まあ人生色々ありますよね。」 
        洸：「何か、手伝えることがあったら言ってくれ。精一杯応援するつもりだから。」 
        廉:「応援ね。いいけど、弱気の虫をうつさないでくれよ。」 










 （11） 礼：「絶対嫌だ！！日直の仕事全部私にやらせる気でしょ。」（a） 
     健：「…日直！？」 
     礼：「絶対嫌だから。」（b） 
『プロポーズ大作戦 第 3話』 
 
孫 思琦 「文末に現れる接続助詞カラの機能」 



























（12）かふ言出スからは恥ずかしい事はごんせぬ サア返事して下さんせ            
（『伎・心中鬼門角』山口 1996より再掲） 
 


























聞き手の行動を促す 対話 条件のカラ 
用法
③ 
話し手の主張を表す 否定的な態度を伝える 対話 なし 
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用例出典 
ドラマ『プロポーズ大作戦』1−11話（フジテレビ 2007年） 
ドラマ『GOLD(ゴールド)』1−11話（フジテレビ 2010年） 
